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[文書の重要な部分を引用して読者の注

意を引いたり、このスペースを使って注

目ポイントを強調したりしましょう。こ

のテキスト ボックスは、ドラッグしてペ

ージ上の好きな場所に配置できます。] 

R7 チームアライグマ シンポジウム アンケート集計結果 

２０２５年１１月９日（日） 埼玉県立川越女子高等学校にて開催 

 

「チームアライグマの考えよう 現在・過去・未来から考える 自然に対して私たちにできること」 

                                                                          

アンケート回答者４０名         アンケートに答えいただいた皆様、ご協力ありがとうございました。 

参加者の年齢 

 

 

 

ない。 
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講演会の感想 

里山について詳しく知ることが出来てよかったです。 

とても分かりやすい講演でした。最後まで飽きずに聞くことが出来ました。 

自然と共に成長してきたことを知れて、自然の重要さを改めて実感しました。 

どんぐりの実験が面白そうだった。 

人間の活動によって森林が常緑樹から落葉樹へ変わってしまうということに驚いた。森林の種類によって住む生き物が異な

るので、どちらの環境も保全していくことが大切であると思った。 

昔の里山がどのようなものだったのか知れて良かった。日本はもともと常緑樹が優先する地域だが、生物がバランスを保っ

て生活するためには、人の手が入って落葉樹の方がいいのかと思った。 

里山についての具体的な地名や歴史について知ることができました。 

高一ゆえ、まだ知らない単語もあり、理解しにくかったところもあったが、日本の森林の変遷について知ることができた。 

考えるのが楽しかった。考えたことを何かしら実行できるようにしたい。 

今までの野外活動とも関連した内容で、興味深かったです。 

過去、現在、未来の生態系のあり方を共有できてよかった。 

平塚先生のお話わかりやすかったです。ありがとうございました。 

討論会のテーマの一つである「もし 100年前に戻れたらどうしたいか」にある程度沿って、《身近な森林生態系から考える私

たちの役割》というテーマで、三富新田や早大所沢キャンパス内や狭山丘陵の実態調査資料を基に話して頂き、興味深い

お話しをお聴きして大変参考になり、午後のグループ討論が活発になりました。有り難うございました。 

聞く人は出来る事について考えて紙に書く必要があったので、印象に残って良いと思う。開始前の自由時間に講師と話をで

きた。このような話しやすく楽しい講師でよかったと思う。 

里山を管理することが里山内の生態系にも関連することを知れた。 

放置すると時間はかかるが、徐々に元あった環境に戻っていくところはよく考えてみるとほとんど消えていたところから戻っ

ていったのだと思ったので、その辺は自然舐めてました。 

とてもわかりやすく、興味深い講演でとても参考になりました。 

私は普段、外来生物・在来生物のことについて考えることが多く、里山などに目を向けたことがあまりなかったため、とても

勉強になりました。また、部活外での自分でできる活動について考える良いきっかけになりました。 

午後の話し合いに向けた情報を知れて良かった。また、参加型、返答のある講演だったので集中して聞くことができた。 

知らないことが多く、どのお話もとても聞きがいがあって興味深い内容でした。生物多様性は森林伐採の仕方などの少しの

ことで変わってしまうんだということにはとても驚きました。 

森林は人間生活に深く関わっていることがわかりました。 
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森林の変遷や生態系との交わりについて学ぶことができた。ネズミを使って明るい場所と暗い場所のどちらにどんぐりを運

ぶかという実験が面白かった。 

いつもは動植物ばかりに目を向けていたが、それらが暮らす環境とその歴史から自然について考えることができた。自分に

何ができるか深く難しく考えなくても、まずは簡単なことからやってみようと思った。 

質問が時々入ってくるので考えながら聞けた。ここで学んだことを午後の討論会にいかせた。 

埼玉の伝統的な農業の衰退によって 1000年続いた里山の環境が失われていることに驚いた。 

関東地方の人間と里山の関係の歴史を詳しく説明してくださり、とても面白かった。また、その内容から私たちがこれからど

う自然と関わっていくべきか考えることができた。 

講演を聞いて、自分の住んでる国や地域の自然の活用方法などを詳しく知ることで、実際に自分ができることや、誰かが実

行すると良い未来が作れるのではないかなど自然に向き合い考える事ができた。 

すごく学びになりました。 

チームアライグマについて 
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討論会の意見 

討論１） もし 100年前に戻ったら 

公害 森林伐採のバランスを考えて／生態系の意識を伝える／自然を守りながらの開発という考え方 自然を壊すことになる

ということを伝える／効率のいい方法があることを伝える 再生可能エネルギーについて 置き換えよりも昔からのものを続け

る方が効率がいいし開発前の環境の調査／護岸工事がされていない川などに何がいるのかな／工場の煙などのフィルター
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の技術を伝える／発展のために切り捨てたものを大切にする／「自然が力強いから大丈夫」という思想に固執できなくなること

を伝えて新たな考え方、方法を模索する／言い伝えとして自然災害対策／生態系バランスを具体的に言い表せない／被害が

ないままでは動けない←被害を伝えて事前に動いてほしい／今風の災害対策を伝える／外来生物の処分／あらいぐまラスカ

ルをめっちゃ怖い映画にする／ペットを大切にする考え／動物に対する正しい認識／絶滅生物の遺伝子調査や生息環境の

調査／法律を早くに整備する 公害対策基本法、環境アセスメント、外来生物、鎖国をする／当時は絶滅していなかった生物

を見たい、現代に連れてきたい／植林を行う／外来種が輸入され始めた時期なので、法整備を大切にする／絶滅動物の保護 

／広い視野で環境を見る 公害の原因と結果の知見を広める／自然の関わりを絶やさない／今わかっているデータを伝える

／対策を始める／環境保護の意識、自然のありがたみ／自然と人とのつながりを見直す／生態系への影響などの概念を広

める／工業廃水の現象、生物保護、植樹／在来種の概念についての布教 ムサシトミヨとか／外来種を広げない 食用輸入

は仕方ないが、そこらへんに捨てるのではなくちゃんと処理して／今は普通なものもいずれは珍しくなることを伝える／自然を

守る大切さ／政治を変える／外来種の概念／自然に触れる機会を増やす／昔の人に環境問題に取り組んでもらう／戦争を

へらす／警告をする（予言）／ため池を作って保存する／輸入チェックの強化 輸入の危険性の啓発 意図しない外来生物の

流入のリスクを伝える／再生可能エネルギーを広めておく／ペット引取り施設 自然に放してしまう事を防ぐ／絶滅危惧種の

保全を予め進めておく 

討論２） 神なら未来をどうしたいか 

バイオエタノールを広める／温室効果ガスを自由自在に操る／マイクロプラスチック全回収／水道管にマイクロプラスチック回

収フィルター／リサイクル意識の刷り込み DNAに刻んでしまう／完全循環型社会／放射線などの有害物質を食べる生物／ 

緑を増やす／地球の平均気温を下げてほしい／熱を溜めておいて利用する／あえて何もせず、何かしたことによる壊滅的被

害を避ける／温暖化を止める／自然と人を分断する／戦争を減らす／新しい地球を作る 過去に戻って人間の進化をとめる

／環境問題について洗脳する／外来生物を流出させない／自然への興味をすり込ませる／最悪のシナリオを見せて対策を

考えさせる／新しい発電方法を考える／空中に物を浮かせて土地不足解消／税金を年貢を払ってもらって農業推進→都市機

能分散／100年前の状況を作る／人口を減らす／生活空間を広げる 別の星に住めるようにする／高層ビル、地下住居／ 

危機感を植え付ける／便利を捨てて生き物としての人間に戻す／自然豊かな場所を増やす 気温を下げることにもつながる

／スペース効率も良く、大量安価に生産できるエネルギーの作り方を開発／地球温暖化を防止して生物多様性を維持する／ 

本来あるべき姿の人間にする／目先の利益ではなく将来を見据えた行動をさせる／自然破壊をやめさせる／外来種を元いた

場所に返す／肥沃な土地を増やす／持続可能な世の中を作る／絶滅危惧種・絶滅種の復活 

討論３） 現代の私たちに何ができるのか 

山に人間のものを捨てない／果樹を植えて手入れする／どんぐりの環境を改善する／猟師の数を増やす／猟師の給料を上

げる 公務員化する／熊肉の美味しさに気づく／ジビエ料理／再生可能エネルギーを増やす／森林の需要 木製製品を積極

使用する／林業従事者の素晴らしさを伝える／全部公務員化する（？）／助成金を出して農林水産従事者の給料を上げる／ 

１日一回環境保護関連の文言を呟く／他分野の人に協力を仰ぐ 情報交換する／様々な分野のことを知って協力する／ボラ

ンティア活動をやってみる／合宿やミーティングの帰り際にボランティア／ちびっ子へ自然の素晴らしさを刷り込む／楽しさを

植え付ける／今の地球を維持するために生物と関わる／子供達と自然を関わらせる／自然保護や農作物の研究をする人材

の育成／農地の引き継ぎが環境の引き継ぎ、保護につながる／チーアラに入りたい人を増やす！／ネイチャーポジティブ 自

然の再生／身の回りの状況を知る／チーアラのように意見交換の場を活用する／自然のありがたみを感じ、広げる／外来種

などの正しい知識を知る／啓発活動をつづける 何か問題なのかを知らせる活動／小さいうちから自然に関わるために、学校

活動に環境活動を含めるようにする／ビオトープなどを作り、維持、継承する／ゴミ問題に取り組む、ゴミを産まない／生物の

乱獲、売買をやめる 希少性がつくと高値で売れるようになってしまう／生物が安全に生きることができる環境を作る／輸入チ

ェックの強化／絶滅危惧種・外来生物の危険性を伝える／雑木林の管理／自然を大事にする心を持つ／フィールドワーク・環

境活動の体験を布教する／ゴミのポイ捨てを減らす活動／SNSで正しい情報を広める 現代人に対して効果的／自治体に

条例を提案 実現できなくてもまず動くことが大事／何ができるかを知る／フードロスの減少、地産地消など／できることを広
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げるために SNSを活用 Xや YouTube を活用／歌を作ったり映画を作ったりしてバズらせる／ダーウィンが来た！のような

テレビ番組を増やす／最悪の事態を考える 最終的にこうなってしまうのだよというのを伝える／未就学児に高校生が自然に

触れる機会を作る／身近な環境の手入れ、整備／ゴミのポイ捨てなどを主体的に減らす／チーアラなどの啓発活動の継続／ 

地域のボランティア活動を地域の人に強制する／それぞれの人々が意識を持つ／話題性を上げる 多くの人の連携を進める

／チーアラの活動範囲の拡大 他県合同 私立高校とも協力する／政治での活動 環境を重視する政治家・政治活動家が必

要／クラスメイトに外来種問題について教える／インターネットに具体的な情報を流す／自然に関わるイベントに参加してもら

う／↑興味ある人しか参加しない／強制的に子連れなどを参加させる、学校で強制的に行う／海外に行って環境問題の深刻さ

を見てもらう／ゴミ拾いが当たり前の環境にする 

 

 
討論会の感想 

話し合えるか心配でしたが、しっかりと話し合うことができてよかったです。 

ほかの学校の方々、そして大人の歴史的知識などを元に、良い話し合いができた。 

近い年代だが考え方が違う人と話し合う機会がとても珍しく、楽しかった。 

様々な知見を持った他校の方などと話せて、非常に有意義な時間にできたと思います 

議題が難しく、考えるのが大変だった。 

違う学校の同じくらいの年代の人と話す珍しい機会になってよかった。 

様々な年齢や職業の方とお話しすることができて、良い経験になった。 

積極的に将来にわたり一市民として行動した

い。行動している。 

消極的ではあるが、期間があれば将来にわた

り一市民として行動したい。行動している。 

高校生のうちだけ、チームアライグマの活動を

通じて行動する。 
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討論の内容をどう具体に持ち込むかが少し難しかったですが、逆に話題の幅が広がって楽しい討論だった。幅広い討論を

するためには、多様な知識が必要であると実感したため、様々な情報を関連させて自分に取り入れていきたいと考えた。 

他の学校や職業の人と話し合うことで、もっと一般の方々にも外来種問題について知ってもらう必要があると思った。 

堅苦しくなく、話し合えたのが良かったです。 

同じ高校生でも自分とはかなり異なる視点を持っていて討論していて面白かった。 

自分一人では考えつかないような意見に触れることができた。学校や世代を超えて交流することができ、良い経験になっ

た。 

楽しい。貴重な機会である。 

違う高校の人の意見も聞くことができ、興味深かったです。 

今後の活動において有意義となった。 

私の 40年間の自然保護活動を話せた事と若い人達の新鮮な意見、奇想天外な意見も聴けて良い感じのグループ討論が

出来ました。昨年も同じグループで話し合いをした松山高校の学生も午後からの参加で加入してくれ懐かしく思いました。司

会を買って出て積極的に進行をしてくれたり、発表を進んでやってくれて大変有意義な話し合いになりました。 

机を動かすのが面倒なので、机を使わずにレジャーシートを敷いた床でできるスペースのある部屋で出来ると良いと思う。 

ほかの班の意見が新鮮だった。 

討論会を通して、他の人の考えなどを知ることができ、とても参考になった。 

絶対良いという案はないとは思うが、活動できることとして意識することにはつながった。 

環境関連の意見を交換し合うのは自分の考え方が少しいい方向に変わるかもしれないと思う。 

ものの見事に全ての班で考え方が違ったのでその辺は意外だった。 

私たちの班は年が皆近かったので他の世代が何を考えているか聞いてみたい。 

議題に対して自分なりの意見を伝えることが出来た。また、たくさんの様々な意見を聞くことが出来て、考えが深まった。 

他校の意見を聞いて、新しい見方で考えることができるようになったと思います。 

自分では思いつかないような考えが多くあり、また話し合いを通して自分の考えが広がったりして、とても楽しかったです。 

別の地域の高校の生徒や実際に活動していらっしゃる大人の方など、様々な種類の人の意見を聞くことができて、とても有

意義な活動になったと強く感じました。 

他の人の意見や神だったらと非現実的な議題もあったため様々な考え方があるなと改めて感じ、環境問題に前向きに関わ

っていこうと思った。 

他の人の意見が聞けたり、話したことがない人とも話せて良かった。また、去年は討論会を聞くだけであまり積極的に意見

が言えなかったが、今年は自分の意見も言えるようになっていて自身の成長を感じた。他の班も想像力豊かな意見を出して

いて面白いと思った。 

外来種の問題について話し合うだけでなく、政治問題や教育課題についてなどの幅広いことも話せたため、いい意味で予

想外の時間を過ごせました。 

自分の意見を言えたし、他の人の意見も聞けたのでよかったです。 

他の学校の高校生や一般の方と生態系や外来種問題について活発に議論できた。自分にはない意見を聞くことができて勉

強になった。 

専門家の方からの有益な話を聞くことができた。活発に他校の生徒と会話ができて良い経験となった。 

他校の人の考えを聞くのが新鮮で面白かった。 

班それぞれがバラバラな意見でしたが、同じような軸があると感じました。大人の意見を聴く機会があまりないので新鮮で面

白かったです。 

様々な立場の人が集まって議論をしたので、自分一人では考えることができないような意見を知ることができて、とてもいい

機会だと感じた。今回参加しなかった高校や生徒の意見も交流できたらいいなと思う。 
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思ったよりみんなが多様な意見を持っていて、異なった考えを知ることができて楽しかった。 

意欲的な試みながら、もう少し具体的なトピックスないし主張を出させ、それに対して鋭く反論したり論議したりすると本来の

討論になるので、その方向の仕掛けを期待する。 

普段自分が考えないような話題に触れることができ、新鮮だった。また、他校の生徒だけでないく、大人の方の意見も聞くこ

とができ、新たな考え方や知見を沢山得ることができ、良かったです。「過去」「未来」それそれの視点から自然について議論

することで、より具体化した話し合いができ、楽しかった。 

他校の方々と交流できとてもよかったです。 

来年の参加について 

 

総括 

参加人数 生徒４５名 一般１９名 顧問８名 合計７２名  

 今年度は、テーマの決定が遅かったこともあり、講演会の講師の依頼が遅くなってしまいました。早稲田大学

教授の平塚基志先生には、テーマをご理解いただき、有意義な講演をしていただき、大変感謝しています。 

 今回、交通費の支給がなくなり、１年生の参加が少なくなってしまったのは大変残念でした。また、ちょうど

インフルエンザの流行期と重なり、当日欠席になってしまった生徒もいました。それでも、４５名の生徒が参加

できたことは有意義なシンポジウムになったと思っております。また、一般の方の参加も増えており、大変あり

がたいことです。２年生の参加が多いことで、討論会の内容もそれぞれに面白く、様々な意見がでていたようで

す。２年生は２回の合宿経験やシンポジウムの経験を経て、生態系保全や外来種問題に明るく、積極的に参加し

て意見を述べていたのが印象的でした。チーム全体としても、この問題に対しての意識は高く、このシンポジウ

ムを通して、より関心が高まった人が８５％と期待以上の結果になりました。年間を通して行っている野外観察

や啓発活動などの活動も含め、チームアライグマの活動経験がシンポジウムの学びとして深まっていることは大

変うれしい事です。また、今後どのように生態系の保全の問題に取り組みたいかという問いに、５５％が積極的

にかかわりたいと回答し、５名の生徒が、大学で環境問題を専門的に学び研究したいと回答していました。将来

が楽しみです。 

今回のシンポジウム参加者の高校生が、高校３年間の部活動にとどまらず、生涯にわたり積極的に生態系の保

全や外来種問題に関心を持ち、行動できる人材として活躍してくれることを大いに期待したいと思います。 

皆様に支えられて、このシンポジウムを行うことができました。かかわっていただいた方に改めて感謝申し上

げます。 

文責 松田 麗 

 

 

2年生が多かったため、

仕方がありません。 


